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ヘ
ル
フ
ィ
・
テ
ィ
ア

ナ
・
ロ
サ
（H

elvy Tiana 

R
osa, 

一
九
七
〇
年
―
）

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
著

名
な
現
代
女
性
作
家
で
あ

る
。
彼
女
の
作
品
ジ
ャ
ン

ル
は
、
小
説
、
短
編
小
説
、
戯
曲
本
、
詩
、
エ
ッ
セ
イ

と
幅
広
く
、
数
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
て
い
る
が
、
一

貫
し
て
、
そ
の
作
品
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値
を
含
む
こ

と
に
特
徴
が
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
文
学
部

に
在
学
中
に
、
ヘ
ル
フ
ィ
は
同
大
学
の
学
生
イ
ス
ラ
ー

ム
組
織
に
参
加
し
活
動
す
る
一
方
、
小
説
を
書
く
こ
と

で
、
ま
た
文
芸
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
能

力
を
活
か
し
た
ダ
ア
ワ
を
実
践
し
始
め
た
（
ダ
ア
ワ
と

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
呼
び
か
け
、
宣
教
を
意
味
す
る

が
、
異
教
徒
に
対
す
る
宣
教
だ
け
で
な
く
、
同
胞
の
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
対
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
よ
り
良
い
信

仰
と
実
践
を
促
す
行
為
も
含
ま
れ
る
）。
ヘ
ル
フ
ィ
の

ダ
ア
ワ
の
一
番
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
自
分
と
同
年
代
の

若
い
ム
ス
リ
マ
た
ち
だ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
に
若
い
女

性
を
主
な
読
者
層
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
短
編
小
説
雑
誌

の
『
ア
ニ
ー
ダ
（A

nnida

）』（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
呼
び

か
け
」
を
意
味
す
る
「
ア
ル
＝
ニ
ダ
ー
」
に
由
来
す

る
）
を
創
刊
し
、
八
年
に
わ
た
り
編
集
長
を
務
め
る
と

共
に
、
自
ら
も
作
品
を
次
々
と
執
筆
し
て
掲
載
し
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
式
の
ヴ
ェ
ー
ル
着
用
者
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、依
然
、圧
倒
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
っ
た
当
時
、

ヘ
ル
フ
ィ
の
作
品
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
目
覚
め
、
先
駆

的
に
ヴ
ェ
ー
ル
を
着
用
し
始
め
た
若
い
女
性
た
ち
を
勇

気
づ
け
た
。
こ
の
時
期
の
ヘ
ル
フ
ィ
の
作
品
に
は
、
読

者
で
あ
る
若
い
女
性
た
ち
が
感
情
移
入
で
き
る
等
身
大

の
ム
ス
リ
マ
像
を
描
く
も
の
が
大
変
に
多
か
っ
た
。
ま

た
、
一
九
九
七
年
に
は
、
実
妹
で
ヘ
ル
フ
ィ
と
同
じ
く

著
名
な
イ
ス
ラ
ー
ム
作
家
の
ア
ス
マ
・
ナ
デ
ィ
ア
や
他

の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
作
家
・
出
版
者
・
読
者
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
ペ
ン
の
輪
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
創
設
、

後
に
続
く
若
い
作
家
た
ち
を
育
て
、
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
小
説
や
短
編
小
説
の

発
展
に
大
い
に
寄
与
し
た
。

「
自
分
の
能
力
を
活
か
し
て
ダ
ア
ワ
を
実
践
す
る
こ

と
は
、
ム
ス
リ
ム
一
人
一
人
に
課
さ
れ
た
義
務
。
私
は

書
く
と
い
う
能
力
を
与
え
ら
れ
た
。
だ
か
ら
、
小
説
を

書
く
こ
と
で
ダ
ア
ワ
を
行
っ
て
い
る
」「
私
が
書
く
の

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
よ
り
良
く
導
く
た
め
」
と
彼
女

は
言
っ
て
憚
ら
な
い
。
ム
ス
リ
ム
社
会
に
対
す
る
、
ま

た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
、
作
品
に
も

溢
れ
て
い
る
。

訳
出
し
た
「
赤
い
網
（Jaring-Jaring M

erah

）」
は
、

ヘ
ル
フ
ィ
の
短
編
小
説
集
『
霧
の
男
と
人
形
（Lelaki 

K
abut dan Boneka

）』（
二
〇
〇
二
年
）
に
収
録
さ
れ

た
作
品
で
あ
る
。
ヘ
ル
フ
ィ
の
短
編
小
説
に
は
、
等
身

大
の
若
い
ム
ス
リ
マ
の
成
長
や
葛
藤
を
描
く
も
の
の

他
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
、
ま
た
世
界
各
地
の
紛
争
地
域

に
暮
ら
す
人
々
、
特
に
女
性
た
ち
の
苦
悩
を
描
き
、
読

者
の
目
を
向
け
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。「
赤
い
網
」
で

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西
端
の
ア
チ
ェ
を
舞
台
に
、
虐

げ
ら
れ
た
若
い
女
性
を
描
い
た
。
こ
の
作
品
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
権
威
あ
る
文
学
誌『
ホ
リ
ソ
ン（H

orison, 

地
平
線
）』
に
よ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇

年
の
十
年
間
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
で
最
も
優
れ
た

短
編
小
説
の
一
つ
と
し
て
選
出
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得

た
。
ま
た
、
英
語
に
も
訳
さ
れ
、
出
版
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
長
期
権
威
主
義
体
制
下
に
あ
っ
た

二
十
世
紀
後
半
、ア
チ
ェ
で
は
、独
立
運
動
が
激
化
し
、

自
由
ア
チ
ェ
運
動
（
G
A
M
）
が
組
織
さ
れ
、
活
動
を

展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。活
動
に
対
し
中
央
政
府
は
、

武
力
に
よ
る
弾
圧
で
活
動
を
鎮
静
化
し
よ
う
と
試
み

た
。
一
九
八
九
年
に
は
、
G
A
M
の
活
動
地
域
で
あ

る
北
海
岸
沿
い
の
三
県
（
ピ
テ
ィ
、
北
ア
チ
ェ
、
東
ア

チ
ェ
）
を
軍
事
作
戦
地
域
（
D
O
M
）
に
指
定
し
、
国

軍
の
特
殊
部
隊
を
動
員
し
て
、
鎮
圧
に
乗
り
出
し
た
。

物
語
の
タ
イ
ト
ル
「
赤
い
網
」
は
一
九
九
〇
年
初
頭
か

ら
一
九
九
八
年
に
か
け
、
国
軍
が
ア
チ
ェ
で
展
開
し
た

解

説

野
中 

葉
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軍
事
作
戦
の
呼
び
名
で
あ
る
。
国
軍
特
殊
部
隊
に
よ
る

こ
の
作
戦
で
は
、
運
動
家
や
そ
の
支
援
者
、
ま
た
巻
き

添
え
を
食
っ
た
一
般
の
市
民
た
ち
に
対
す
る
殺
戮
、
暴

力
、
人
権
侵
害
が
多
発
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

物
語
は
、
国
軍
と
独
立
派
と
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ

て
、
家
族
や
婚
約
者
を
殺
さ
れ
、
自
ら
も
暴
行
を
受
け

て
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
少
女
イ
ノ
ン
が
主
人
公
で
あ

る
。
ア
チ
ェ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中
で
も
イ
ス
ラ
ー

ム
色
が
強
い
地
域
で
あ
り
、
イ
ノ
ン
も
敬
虔
な
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
の
家
庭
の
娘
だ
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
。
イ
オ
ン
の
家
族
に
G
A
M
の
メ
ン
バ
ー
は
い
な

い
。
父
は
ム
ア
ッ
ズ
ィ
ン
（
礼
拝
の
刻
を
告
げ
知
ら
せ

る
者
）
で
あ
り
、
地
域
で
認
知
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
の
家
族
だ
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
G
A
M
の
メ

ン
バ
ー
を
支
援
し
て
い
た
と
い
う
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、

国
軍
の
標
的
に
な
っ
た
。イ
オ
ン
の
婚
約
者
ハ
ム
ザ
も
、

村
長
ハ
ル
ン
も
、イ
ノ
ン
の
家
族
を
擁
護
し
た
だ
け
で
、

彼
ら
と
共
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
悲
劇
か
ら
四
年

が
経
過
し
た
後
も
、
イ
ノ
ン
は
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
に
苦
し

ん
で
い
る
。
物
語
の
タ
イ
ト
ル
の
「
赤
い
網
」
は
、
国

軍
の
軍
事
作
戦
名
で
あ
る
と
共
に
、
イ
ノ
ン
の
心
を
い

ま
だ
に
縛
る
ト
ラ
ウ
マ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
も
あ
る
。
自

ら
を
苦
し
め
る
ト
ラ
ウ
マ
に
対
峙
し
、
自
ら
を
縛
る
こ

の
「
網
」
か
ら
自
由
に
な
る
た
め
に
、
イ
ノ
ン
は
翼
を

求
め
、
鳥
に
な
る
こ
と
を
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

イ
ノ
ン
を
支
援
す
る
若
い
女
性
活
動
家
チ
ュ
ッ
ト
・

デ
ィ
ニ
も
ま
た
、
白
い
ヴ
ェ
ー
ル
を
身
に
着
け
、
ク
ル

ア
ー
ン
を
朗
誦
し
た
り
、
日
々
の
礼
拝
を
実
践
し
た
り

す
る
姿
が
描
か
れ
、
敬
虔
な
ム
ス
リ
マ
だ
と
い
う
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ノ
ン
の
も
と
を
訪

れ
、
イ
ノ
ン
へ
の
口
封
じ
の
た
め
に
五
〇
万
ル
ピ
ア
を

提
示
す
る
国
軍
関
係
者
と
思
わ
れ
る
二
人
の
男
性
と
、

こ
の
チ
ュ
ッ
ト
・
デ
ィ
ニ
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
、
国

軍
が
罪
の
な
い
住
民
た
ち
に
対
し
て
組
織
的
な
暴
力
を

行
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
組
織
的
に
隠
ぺ
い
し

よ
う
と
し
て
い
る
状
況
が
、
あ
ざ
や
か
に
描
か
れ
て
い

る
。
家
族
を
殺
さ
れ
、
自
ら
も
暴
行
を
受
け
た
ト
ラ
ウ

マ
に
長
期
に
わ
た
り
苦
し
む
イ
ノ
ン
の
絶
望
の
描
写
と

相
俟
っ
て
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
や
国
軍
の
組
織
的
な
非
情

さ
や
卑
劣
さ
に
対
す
る
作
者
ヘ
ル
フ
ィ
の
強
い
抗
議
が

感
じ
取
れ
る
。
一
方
で
、
敬
虔
な
ム
ス
リ
マ
活
動
家

チ
ュ
ッ
ト
・
デ
ィ
ニ
と
の
交
流
に
よ
っ
て
イ
ノ
ン
の
心

が
多
少
な
り
と
も
癒
さ
れ
て
い
く
描
写
に
は
、
ヘ
ル

フ
ィ
の
微
か
な
希
望
と
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。


